
2023 年  （令和５年）  2 月 1 日

参加費：無料 SAT

空を見て雨対策、
雨天決行です。

 2
4

第90回八鶴湖いきもの調査毎週開催！
とうがね CLUBスマホ　

冬
か
ら
早
春
に
か
け
て
咲
く
ツ
バ
キ
は
日
本
原
産

で
、
原
種
は
赤
い
一
重
の
花
を
つ
け
る
。
花
は
も
ち

ろ
ん
、
葉
も
美
し
い
の
で
、
江
戸
時
代
に
は
各
地
で

数
多
く
の
品
種
が
作
ら
れ
た
。
ま
た
、
ツ
バ
キ
に
特

化
し
た
図
鑑
も
出
版
さ
れ
、
今
で
も
愛
好
家
は
多
い
。

同
じ
よ
う
に
花
を
愛
で
る
バ
ラ
と
比
較
す
る
と
様
々

な
違
い
に
気
が
つ
く
。
花
の
つ
き
方
が
バ
ラ
は
上
向

き
な
の
に
対
し
、
ツ
バ
キ
は
横
向
き
が
多
い
。
バ
ラ

の
花
は
い
い
香
り
が
す
る
が
、
ツ
バ
キ
は
に
お
わ
な

い
。
そ
の
違
い
は
花
粉
の
媒
介
の
仕
方
の
違
い
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
ツ
バ
キ
は
花
粉
を
運
ぶ
虫
が
い
な

い
時
期
に
開
花
す
る
の
で
、
メ
ジ
ロ
や
ヒ
ヨ
ド
リ
な

ど
に
花
粉
を
媒
介
し
て
も
ら
う
。
そ
の
た
め
に
鳥
が

く
ち
ば
し
に
入
れ
や
す
い
よ
う
に
花
は
横
を
向
い
て

い
て
、
鳥
が
止
ま
り
や
す
い
よ
う
に
花
や
周
辺
の
枝

葉
は
丈
夫
に
で
き
て
い
る
。
赤
い
花
色
は
、
鳥
に
よ

く
食
べ
ら
れ
る
木
の
実
同
様
、
食
欲
を
そ
そ
る
色
で

十
分
役
に
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
嗅
覚
が
殆
ん
ど
な

い
鳥
に
と
っ
て
、
花
の
匂
い
は
意
味
を
持
た
な
い
。

細
川　

隆

《
ツ
バ
キ
》

（
八
十
九
）

毎週約１時間半、持ち物:スマホ
参加費：500円

2月  3日㈮
2月10日㈮
2月17日㈮
2月24日㈮
3月  3日㈮

10：30～
10：30～
10：30～
10：30～
10：30～

会場は
お問い合わせ
ください

明るく 楽しく 元気よく 一歩前へ

合格された皆さんおめでとうございます！
上級を目指して頑張ってください！ 

１級　受験者　22名　　合格者　　２名

２級　受験者　11名　　合格者　　４名

３級　受験者　30名　　合格者　　７名

合格おめでとう！

　名　称 　　　所   在   地    代 表 者 　　　業　     種

 

▼▼▼▼▼▼▼▼▼新入会員のお知らせ▼▼▼▼▼▼▼▼▼

田間2-32-34

南上宿26-7　ﾒﾗﾝｼﾞｪ105

東中島181-17

菱沼47-6

原田かおり

須藤　謙吾

斉藤　正己

小手　　勤

占い・よもぎ蒸し

外壁工

機械器具設置業

足場組立・とび・土木工事業

占い館　ラータ

須藤　謙吾

東金ﾊﾟｰｷﾝｸﾞｼｽﾃﾑ

飛翔仮設

　

千
葉
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合

会
の
新
春
講
演
会
・
賀
詞
交
歓
会
と

い
う
こ
と
で
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル

千
葉
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
か
ら
、
参
加
人
数
に

制
限
の
あ
る
中
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

前
半
の
新
春
講
演
会
で
は
特
定
非

営
利
活
動
法
人
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
ィ
メ

ン
ズ
・
イ
ノ
ベ
イ
テ
ィ
ブ
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
長
理
事 

内
永 

ゆ
か
子
氏

を
お
招
き
し
、『
経
営
戦
略
と
し
て

の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
』
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
講
演

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

男
性
中
心
の
組
織
だ
っ
た
Ｉ
Ｂ
Ｍ

が
、
異
な
る
価
値
観
を
持
つ
女
性
の

活
用
に
よ
っ
て
経
営
の
立
て
直
し
に

成
功
し
た
事
例
を
あ
げ
、
多
様
性
を

重
視
す
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
発
想

が
、
激
変
し
て
い
く
経
営
環
境
に
対

応
す
る
こ
と
の
で
き
る
手
段
と
な
る

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
半
の
賀
詞
交
歓
会
で
は
、
県
女
連

活
動
に
長
年
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た

〈
女
性
会
だ
よ
り
〉
『
１
月
17
日
』
千
葉
県
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　
　

女
性
会
連
合
会　

新
春
講
演
会
・
賀
詞
交
歓
会

永
田 

和
子
名
誉
顧
問
（
野
田
女
性

会
）
へ
感
謝
状
の
授
与
が
行
わ
れ
た

他
、
佐
原
女
性
会
と
成
田
女
性
会
の

日
本
舞
踊
の
出
し
物
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
他
単

会
と
の
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

毎
年
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と

行
っ
て
お
り
ま
す
「
八
鶴
湖
ク
リ
ー

ン
作
戦
」
も
、
本
年
度
で
27
回
目
を

迎
え
、「
八
鶴
湖
ク
リ
ー
ン
作
戦
２

０
２
２
」
と
題
し
て
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

環
境
整
備
を
第
一
部
と
し
て
、
11

月
20
日
（
日
）
に
八
鶴
湖
湖
畔
の
枯

れ
た
桜
を
伐
採
し
、
新
た
に
桜
を
植

樹
し
ま
し
た
。
今
回
は
桜
の
成
長
の

障
害
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
、
根
元

の
雑
木
の
伐
採
も
行
い
ま
し
た
の
で

こ
れ
ま
で
以
上
に
植
樹
し
た
桜
の
成

長
に
期
待
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
今

後
の
桜
の
成
長
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
第
二
部
で
は
、「
一

緒
に
燈
そ
う
八
鶴
湖　

キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
」
と
題
し
12
月
18
日
（
日
）

に
参
加
者
を
募
り
、
皆
さ
ん
と
一
緒

に
八
鶴
湖
を
輝
か
せ
、
観
光
名
所
の

魅
力
を
更
に
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
事
業
を
行
な
い
ま
し
た
。
子
供

た
ち
が
描
い
た
絵
を
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
巻
き
湖
畔
に
並
べ
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

て
灯
し
ま
し
た
。
青
年
部
に
て
用
意

し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
含
め
て
、
総

数
２
０
０
０
個
も
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

灯
篭
で
湖
畔
を
飾
り
、
来
場
者
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
い
ま

す
。
中
で
も
、
高
さ
５
ｍ
に
も
な
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
灯
篭
タ
ワ
ー
は
圧
巻

で
、
本
イ
ベ
ン
ト
の
目
玉
と
な
り
注

目
を
集
め
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
事
業
を
糧
に
、
更
な
る

青
年
部
活
動
へ
と
繋
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ご
支
援
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

文
責　

東
金
商
工
会
議
所
青
年
部

ま
ち
づ
く
り
委
員
会　

中
村　

茎
司

八
鶴
湖
ク
リ
ー
ン
作
戦
２
０
２
２

　

〜
桜
植
樹
＆
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
〜
を
開
催
!!

久しぶりに一般参加者もお呼びしました。今年も女性会をよろしくお願いします

長年の貢献ありがとうございました
（右：永田名誉顧問）

《第１６２回簿記検定試験》（令和４年11月20日施行）

　特定商工業者制度とは、商工会議所法第10条の定めるところにより、

商工会議所の会員とは限らず、一定以上の企業（特定商工業者）に法定台帳の

登録と経費負担にご協力いただき、取引の斡旋・照会等を通じて、地域

経済振興に活用することを目的としています。

　法定台帳は、地区内で活用している商工業者のデータベースとして、

全国の商工業者や行政からの問い合わせに対しての照会や取引活動を活発に

するために利用するもので、毎年作成しています。特定商工業者の事業所

調査・台帳の維持管理・運用のための費用として、年間1,000円をご負担

いただいております。

　２月以降～３月中旬にかけて、

当所職員によりご集金させていた

だきますので、ご理解ご協力の程

よろしくお願いいたします。

東金商工会議所
TEL　0475（52）1101　FAX　0475（52）1105

特定商工業者負担金納入
のお願い

目玉として製作した「YEGタワー」
　が湖畔中央で輝いていました。


